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ガネッシュ雑舌

そもそも

1964年 3月 6日,研究所にかかって来た一本の電話

が,そもそもの始まりである。

「話がある,これから行き九い。都合如何」

「OK,お待ち申し上げる」

ややあって後見人酒井敏明氏に伴われて,現役の吉野

虎見,島田の3人が現われた。日頃ルームに御無沙汰

している小生にとっては,後見人以外は初見参である

「今度,山岳部でヒマラヤ遠征を計画しましナこが,先

生一つ隊長をお願いできないでしょう力司(註,先生

と呼ぱれたのはこのとき限り)耳寄りな話である。は

やるDをおさえ,

「そうです力、ところでAACKの方はどぅでしょう

か」

「木曜会の推薦です」

そいつはしめた,それにしてもどぅしてまたこの俺に

まあよい,そのうちに解るだろう。

「小生としては是非行きナこい。しかし,宮仕えの身

であるから上司の許可を頂かねぱならない。残念なが

ら即答致しかねる。許可が得られるよう出来るだけ努
力はしよう。」

それを聞いて一安心という表情で彼等は引き上げて

行った。後で聞くと既にめぽしい所を二,三打診して

断わられた後だったそうだ。小生にとっては棚からぽ

九餅のようなもので, 19認年のアソナプルナ遠征のと

き振られて以来,半ぱあきらめかけてぃたヒマラヤ行

きの夢が今実現するかも知れぬとは願ってもない幸せ

だ。何とかうまく許可を得られれば良いが。いざとな

れぱ・・ーー・・・,などと考えて何となく落着かない。

学生隊の隊長は,できうれば大学の先生が望ましい

ということもあって,小生にお鉢がまわって来たよう

だ。後でゴ戸一(岩坪氏)に「ごたご九云うてるより

助教授にでもなる方が,はよヒマラヤへ行けるでー」

などとひやかされ九ものである。

こうしてヒマラヤへ行くチャソスが来たが,いくら

何でもいきなり隊長とは少々とまどぅではない力、さ

て俺は何をすれぱいいんだろう。その時から,隊長見

習いの勉強が始まった。 AACK の先輩.後輩をはじ

め,手当り次第に会った人からいろいろの知識を吸収

するのが当座の仕事であった。いざというときになっ

てから慌てるのは,いささか滑稽でもあったが,学生
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時代からの一夜漬けの癖が未だにとれない自分を改め

て認識し,今度もま九何とかなるだろうと図太く機え

ることにした。心配していナこ許可の方は,研究所長の

快諾を最後にすぺて頂くことができ,ここに天下晴れ

て遠征に参加できる身となっナこ。

さて

現役のヒマラヤ遠征としては第二回目であり,今回

は70oom級をということで,最初西ネパールにある力

ソジロバ(7043m)が候補にあげられたが,キャラバ

ソの行程が長すぎるし,その上目的の山自身につぃて

の資料がほとんどないから,現役の対象としては不向

きである,もう少しフプローチの短かい,よく解った

登りゃすい山にしてはどうかというAACKの勧告に基

づき,ダウラギリN峰(7640m)が目標に選ぱれナこ。

この山ならアプローチも短かく,資料も豊富なうえ,

非常に美しい山であり,高度も十分なので,今度の遠

征の目標として申し分なしということになっ九。

早速,登山申請書を作り, 4月 2日に外務省に提出

した。万一不許可1でなった時のことを考えて,申請書

には第二候補としてガネッツニ(フソナプルナ南峰,

7256m),第三候補としてラソタソ谷の奥にあるツソ

ガ.ピーク(7284m)をあげておいナこ。一方,カトマ

ソズ在住の神原達氏に申請書の写しを送り,ネパール

政府の登山許可を取って頂くようにお願.いしナこのであ

るが,その返信によると,ダウラギリ N峰は, J・ 0

. M・ロバーツ氏が前から狙っている山で,彼はその

ために色々準備中であるから遠慮されてはどぅか,と

いうことである。とにかく,行くことが肝腎であるか

ら,この際,氏の言を容れて事を円滑に運ぷのが賢明

であるということで,やむなくダウラギリN峰をあき

らめて,第二候補ガネヅツユを第一候補に昇格させ,

申請書を書きなおした。このようにして目標が決定さ
れたのである。

レクチャーのことなど

上尾副隊長殿は,もう、百年も前から、何もかも御

存知であるが,その他の者はヒマラヤは初めてである。

より良い遠征をするためには,いろいろの事を知って

おかねぱならない。隊員は準備に忙殺されながらも勉

強に励んだ。そのナこめに,遠征事務所として使わせて

頂いたAACKのルームでは,しぱしぱレクチャーが打

なわれた。

樋 口 明 生

高所医学の権威,斎藤ドクターには特に有益なレク

チャーをして頂いた。かの地には伝染病が多いが,山

にかかるまでにくナこぱってはつまらないから,特に気

をつけるようにと注意があり,マラリャの予防にはこ

れ以外に方法がないから何とか云う薬を出国前から週

一回確実に服用すべしとか,赤痢の危険を避ける九め

ギャラバソ中.よ決して生水を飲むべからずとか,親切

な講義である。また高所では酸素不足に適応するた

めいろいろと生理的変化が起るから,高度馴化にはと

くに念を入れるようにと゛うような注意から,持って

行く薬の効能・用法に至るまで,豊富な経験に照らし

て丁寧に教えて頂い九。

一方,酸素不足ヘの適応性については,この頃,防衛

庁の低圧試験装置を使わせて貰うて本番の前に一度テ

ストをしてみてはどうかという話があり,親切な友人

の一人が使用許可願いの見本まで作ってくれたが,多

忙にまぎれて果せなかったのは返す返すも残念である

ある日,彦根気象台長西本清吉戈をお招きして,「

ヒマラヤの気象について」レクチャーをして頂い九。

ヒマラヤの天戻には周期性があることを強調しておら

れたが,これは後日アタックの日の天候を予想するの

に役立うた。また,現地の天気予報を日本で行なうこ

とが可能であるから通信方法さえ確保できれぱ送って

あげてもよいということである。登頂の成否は天候に

支配されるとまで云えるヒマラヤで,本当に翌日の天

気がわかるならしめたものだ。

早速, NHKヘ行って,海外放送で我が隊向けの気

象通報を流して頂くわけにはいかないだろうかと当っ

てみた。ところが「してあげたいのは山々であるが,

前例がないのでするわけにはいかない」という返事で

ある。何ということだ,前例ができるまで待っていら

れますかい。 NHKとは日本薄情協会のことか。まあ

いい,そんなら他所ヘ頼みます,というわけで,中国

とイソドの気象台に手紙を出した。中国の方は梨のつ

ぷてであったが,わが親愛なるアーリャ族は京都大学

フソナプルナ隊向けに気象通報を流してくれることに

なうた。つけ加えておけぱ,その担当官が美わしき女
性であったということである。

「雪氷について」,これはよるぱる北海道まで教わ

りに行うた。そこでは,雪と氷との違いは,中にとじ

こめられている空気が繋がってぃるか,とじこめてぃ

るH30が藁がってぃるかの違いによるとか,あるいは

空から降ってきたあの小さい雪片が,どのようにして
大きい氷の結晶に成長するのか,ということが雪氷学
のーつの課題であるというような一般釣なことから,

雪の結晶の固定法,雪の断面観測法,氷の偏光写真の
撮り方などの技術に至るまで親切にお教え頂いた。
サープ紹介

バラ・サーブ(隊長)の事は省こう。
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上尾庄一郎氏。上尾庄次郎の令息。親父が次郎で息

子が一郎,何だか順序がおかしい。電話をかけるとき

間違う人がときどきいるとか。いわずと知れ九我が隊

唯一のヒマラヤ経験者である。何でも、百年前から、

知っているという彼氏は実に貴重な存在であった。

出発前に足を痛めて,ギブスか何かはめてAACKの

ルームに来たり来なかったりしナこ頃はほんとに大丈夫

かなという気になったが,良い役者は出が遅いとはよ

く云ったもので,カルカッタの通関ギリギリに駆けつ

けたところなんぞ,見事な演出だったと云いたいとこ

ろである。

彼はヒソズー語をよくし,キャラバソが始まると「

アソダー・ハイ?(卵ない力り」とか「ケーラ.ハイ

(バナナない力→」などと軒なみに首をつっこんで,

いいことをしていたようである。我々も負けてはなら

じと,茶を飲みに入れぱ,「チニ.ボホト.チャヒエ(

砂糖を沢山入れてくれ)」とか云ってザラメを少し稼

いだり,終いには「ジャパニカ.サーブ・タクラハイ

・ゾー(日本の旦那は強いゾー)」などと,聞きかじ

つた言葉を使いたいぱっかりに,云わでもがなのこと

を口走っ九ものである。

ところが,弁慶のより少し上の方であるが彼にも泣

き所があって,気の毒なことにキャバラソ中適当な高

度まで来るとチソバをひき出すのである。しかし,求

ーターに見られるのはまずいと云って,隊の先頭に立

つか,そうでなければ最後尾にいるかして,決して下

の連中に弱みを見せることはなかった。天晴れな心掛

けである。その歩き方を見て我々は「ミニクィアヒル

の子」などと笑い合ったものだ。

ドクター・ウェオの信念は,注射をしないことであ

る。人間を痛い目に合わせるのは我が心にあらずと,

もっぱら飲み薬が用意され,ビタミソなどきわめて豊

富であった。彼の信念というより念願は見事成就し下

痢を除いては全員何ら病を得ず,無事に目的を達する

ことができナこのである。

吉野煕道君。盤学部4回生,23才。少年鑑別所長の

息子,通称コッペ。

彼は'、だんコワイ顔をしていた。それで,「お前は

コワイ顔をしてるなあ」と云うと,彼はすかさず「親

父の顔を見て下さい」というのが常であった。彼によ

ると,彼の親父は息子よりはるかにコワイ顔をしてぃ

るというのである。秘かに期待してい九その親父なる

人に出発の前夜お目に掛っ九が,なるほど負けず劣ら
ずというところであった。

詳しいことは知らないが,今度の計画の勧進元はど

うも彼らしい。もしこの計画が実現しなけれぱ,単身

ネパールに行く決心をしていたというのだから立派な

ものである。

遠征隊での役割は渉外係。彼は大した能力を持って
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いる。先に述ベたAACKの勧告があるや否や,ダウ

ラギリN峰の計画書を作りあげてしまうし,神原情報

に従いガネッツユに変更しょうということになると,

九ちどころにそれ用の書類を作成してしまう。

山ではルート開拓に冴えた腕を見せ,最初に主稜線

上に顔を出したのは彼である。見かけによらず相当な

大喰いで, BCで帰りに使う飛ーターを待つ間,絶え

ずメステソトの辺りで鯛茶漬など漁ってい九姿が忘れ

られない。登頂を終えてから,ひと夜BCで祝盃をあ

けたとき,彼は嬉しさに酔いつぷれ,メス天から出た

途端,草の上にゴロッと横になり高いびきをかきはじ

めた。空には煌々と満月が輝いている。他の隊員は少

々心配しながらも,高所服を着ているから大丈夫だろ

うとか,あいつ起こしたらうるさいからさわるなとか

少しは寒い目に会わせてやる方が身のためだとか云い

ながら,めいめいテソトに帰ってしまった。翌朝,「

みんな冷たい奴だなあ,云って九こと全部開いてナこぞ

」,こう彼は云ってのけた。

島田喜代男君。工学部3回生,器才。飛騨高山の産。

足の早いエネルギッツユな男である。真夏の炎天下,

彼としぱしぱ大阪の街を托鉢に回ったが,うだるよう

な暑さにもかかわらず彼は一目散にガムシャラに飛ぱ

すので,こちらはもう汗だくになって付いて廻り,「

おい,島田,そんなに慌てなくてもいいじゃないか」

と云うと「性分ですから.仕方ありません」などと云い

ながら,まナこガムシャラに歩き出してしまう。夏の求

カラでもこの調子でやったものだが,さすがの彼氏も

かの地では少々こ.ナこえナこようである。

隊での仕事は会計係,しめると.ころは適当にしめ,

ゆるめるところは適当にゆるめ,結構よい会計振りで

あっナこ。

山にかかってからは大ハリキリで,偵察に,ルート

開拓に大奮斗であった。わけても,セラック尾根のC

N裏の氷壁でのルートエ作には上田とともに大活羅し

高さ10m余りの壁に立派な繩梯子をかけることに見事

成功した。しかし,無理な姿勢であまりハリキリ過ぎ

たせい力、 CNで持病の痔がでてしまい,可哀そうな

ことに登頂隊には参加できなくなってしまっナこ。

彼は俗名をケロと云う。ことのいわれは,一回生の

夏山でボッカのとき,水筒の水を飲んだつもりでケロ

ツソを飲んだことによるそうだ。それを御丁寧にも二

口目で「一寸おかしい」ことに漸く気がつい九という

のである。
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方を見ていた。この事実は彼が非常によくもてるほん

の一例に過ぎないと彼は説く。香港ではJ A Lのミス

何と力斗こもて,カルカッタではミス・ホースにもて,

カトマソズではミス・サリーや自動車の美人にもて,

ポカラではミス・末カラにもて,まさにMMK (もて

てもてて困る)であっナこ。人生到る処青山ありか?

木村雅昭君。法学部4回生, 21才。大阪の産。わが

隊唯一の女科系人物である。彼はつまらない議論を'、

つかけるのが趣味で,ことあるごとに人をつかまえて

は議論をする。キャラバソ中は,連絡将校相手に絶え

ず口角あわをとばしてい九。

彼はなかなかの英語使いでもある。英語で同じ調子

であわをとぱす位だから大したものだ。帰りにカトマ

ソズで別れ際に,「樋口さノυはあの英語でこれから何

処かヘ行くんだから大し九ものだ」などとひやかす位

大した実力である。

カルカッタで荷物の到着を待っていナこある日のこと

彼は今度の遠征のために初めてガスライターなるもの

を手に入れたのであるが,それがあまり上等でなく,ガ

スがもれて困るとボヤいてい九。悪い奴が居て,パソ

クの時チュープを水につけて検ベるように,ライター

を一度水につけて見たら,と教えた。そこは女科系の

悲しさで,早速実行に移したのである。気の毒なこと

に,彼のライターはその後さらに調子が悪くなったの

は申すまでもない。

隊での仕事は装備係。出発までの装備の調達から梱

包,発送など,なかなか手際よくやってのけた。ベー

スキャソプに着くと早速荷物の仕分けをし,高所ヘの

荷上けの段取りをする。他の隊員達は彼の命令一下,

ザイルの捲きなおし,赤旗作り,ラジウスのテストな

どやらされた。山にかかってからは,ケロツソの消費

が予定をオーバーするので,毎夜テソトの中で残余の

計算に頭をかかえてい九。

偵察に,ルートエ作に見せた彼の実力は高く評価き

れてよいものである。これはガネヅッユを終えてから

ケロとテソト.ピークの試登をしたときにも遺憾なく

発揮され,見事初登頂に成功したのである。

上田豊君。理学部3回生, 20才,最年少。別名飛ツ

求。悠揚迫らぬ所があると同時に,非常な感激家であ

る。地理不案内な東京で,お天道様を頼りに歩いてい

るかと思えぱ,先発隊の見送りの際,船がテープを引

きずって動き出すと,酒の酔いも手伝ってか感極まり

今にも泣き出さんぱかりになったりする。

キャラバソ中のある日,その時は確かお天道様がか

くれてぃたと記憶するが,我々よりずっと先行し九筈

の米・"末に,後から声をかけられた。「何だ,前を歩

いてぃたのじゃなかったのかと云うと,「そがね
やは'リえ,道を問違ったんです」という事であっ九。

出るべきものが出てぃないと具合が悪いようであろ0

隊では食料係を勤めた。丹念な食料計画のもとに

かなりバラエティに富んだ御鼬走を提供してくれた
キャラバソ中はコックと行動を共にし,鶏,卵,野菜
などの調達に忙しく, BCでは羊を買いに走るなど大
い1こ張切うていた。

山では木村と同様に,偵察に,ノレートエ作に尽力した
が,とくにCN直上の氷壁ではケ戸と共に大奮斗しあ
の難かしい所に立辰な繩梯子をかけるのに活躍した

彼は学術調査にも大張切りで,デブリの調査雪の
断面観測,海塩核の調査などにおいては,小生のよき
協力者であった0 とくに,海塩核の定時観測の際は
他の隊員が遊んでいるときでも,彼はテソトの外で
採取作業を一人熱心にやってぃた。

以上合計6名の平均年令は24才である。これは7000
m級の初窒頂に成功した中では最も若い隊であろう 0
鹿島立ち

7月10日に在イソド,ネパール大使館から正式の登
山許可を得て,いよいよ出発である。準備は完了
当籾,隊員と荷物はカルカッタまで船で運ぷ計画で
あったが,適当な船便がなくて,先発隊(吉野島田
木村)は香港'カルカッタ間は航空機を利用したそ
れでも,日本を出るときは船で,神戸港では盛大な見
送りをして頂いた。イソドラ隊の寄贈で清酒「日本盛
」の樋詰めが持ち込まれ,ラオス号の梨がれてぃる岸
壁では賑やかな酒盛りが始まった。桎を抜いて柄杓で
飲む間はよかったが,そのうち桷を抱き上げてじか
飲みが始まった。炎天下での冷や酒のがぷ飲みもまた
乙なものである。あらん限りのドラ声をはりあけての
雑唱に,あたりの人々は驚き見とれてぃる。まさに「
歓乎の声に送られて,今ぞいで立っ父母の国」という
閥子である0 この頃になると,デヅキも,岸壁も黒山
の人だかりで,何だか世界中の人に見送ってもらって
いるような感じであった。

8月12日に小生が羽田から,翌13日に上田が横浜か
ら,最後に23日に上尾が羽田から無事日本悦出を終え
た。

日本を出れば遠征隊は半分成功したようなものだ
とよく云われろが,飛行機に乗った時は真実ホッとし
た思いであった。

飛行機というもの

今塵の遠征が楽しかったのはやはり初めての経験づ
くめであったためであろう。飛行機に乗るのもそのー
つであった0 大体,あんなに大きいものが飛び上るの
だから驚くほかはない。しかも,ジェット機であれぱ
数分の問に1万メートルまで上って終うのだから馬
鹿みたいなものだ。7256ηの頂上まで何力月もかか
つて登ろうというのに

うーつの驚きは飛行機がはばたくという事であ
゜今の飛行機は金属でできてぃるから固いものだと

一方,彼は非常な自信家ででもある。カトマソズで

の或る日,自転車を借りてドライプの途上,物凄い美

人の乗った自動車に出会った。彼はその白動車を止め

て「電報局は何処力司と尋ねた。ややあってその白動

車と再び出会ったとき,丁度彼と小生が道の両側に車

を避けた形になったが,通りすがりにその美人は彼の
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ぱかり思っていたが,それが実はあまり固くはない
主翼の見える座席に坐ってぃると ,固いはずの羽がブ

ヨソプヨソとたわむのが見え,妙な具合であるじっ
と見ていると何だか心細くなって来る。あんないい加
減なものでは,強いエヤーポケットにでも入れぱフニ
ヤツと曲うてしまうのではないかという気がするバ
ソコツク辺で,強い雷雨に会い,機体はかなり激しく
揺れた0 残念ながらその時は夜でよく見えなかったが
落ちなかったところを見ると,どぅにか無事だっナこよ
うである。

英語の電話

宿も決めずに出発し,さて香港では何処に泊ろうか
などと考えながらパソフレットに目を通してぃると
隣席にいた黒眼鏡のお兄さんが話しかけて来た。彼は
JAιの香港店に勤める中国人で,休暇に東京ヘ遊
びに行った帰りということであった。結局その人の
紹介でパレスホテルがその夜の宿になった。
さて,部屋に通されたが,する事がない。ーつべ

ベ(笹谷)商会に電話でもしょう。英語でかけるのは
億劫だが,やむを得まい。交通公社でくれた日常会話
の本を開いてみる。「・・・ー....,.」,「...ー.ー.ー.」な
るほど上手に書いてある。しかし,相手がこの通りの
返事をしてくれれぱ申し分ないが,さもなけれぱ一寸
調子が悪いな0 まあ何とかなるだろう,ともかくかけ
てみよう0 勇気を出して,受話器を取り上けた。内線
だから交換孃が出る。「何番お願いします」「はい
」 0 「ハロー,ベベ商会ですか?」,「そうです」 ,
「こちら京都大学の樋口と申しますが」,そこまで英
語で云うと,今まで英語だったのが,「モシモシ」と

日本語に変った。何だ,日本語が通じるじゃないか。案
ずるより生むは易しとはこの事だ。通じる筈である
相手は歴とし九日本人後藤氏であっ九。
臭い町

夜,カルカッタはダムダム空港に着いた。飛行機か
ら出た途端,何とも云えぬ妙な臭いが鼻をっい九何
の臭いだろう0 動物園かどこかで喚いだことのあるよ

うな臭いである。大体,臭いというのは測る尺度がな
くて,何とかのような臭いとしか現わせないのは不便
である0 ところで今臭うているのは一体何のような臭
いと云えぱよいだろう。ともかく,変な臭いである。
この瞬間から,カルカ"夕は臭い町という印象が刻み
込まれ九0 その後いろいろ研究してみたが,今もって
何の臭いか不明である。

先発の3人に迎えられ,雨の中をフソバサダーと云
う立派な名前の末口車でりツトソホテルに向った石
油ラソプでおぽろけに照し出された道材半分水侵しで
雨に濡れながら半裸の人々や,二頭立ての牛車が行き
交っていた。

ある日,ダイヤモソドハーバーヘ
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た。港の近くではココナツを売うている。早速試飲し

てみたが,大してうまくない。そのうちに,子供がぞ

ろぞろたかって来たので並ぱせて写真を撮っ九。皆機

橡よくにこにこ笑いながらカメラに納まってくれた。

さて,それから一騒動である。というのは,撮り終る

と同時に子供達は全員かけよって来て「ボクツス,ボ

クッス」である。モデル料をよこせ,という事らしい

一隣呆気にとられた。しかし,彼等にとぅては当然の

ことのようだ。結局この時は,運転手が助けてくれた

が,かわいい顔をした子供達が金を寄こせというのは

何となく後味が悪く弱った。

しかし,イソドでは貧乏人がサーブから金を貰うの

は当り前のことで,全然お礼を云うべき筋のものでは

ないらしい。人に金をやれる身分であることに感謝し

て,貰うて頂いた事に礼を云えというような態度であ

る。金をやると一言の挨拶もなしに立ち去る。もっと

も我々はできるかぎり金を出さずにすませることにし

てぃたので,しばしぱいつまでもつきまとわれる羽目

におちいっナこ。

小ネパール

カルカヅタから乗っ九おんぽろダコタ機がガソジス

の濁流を渡り,イソド大平原に別れを告げて緑の山な

みを飛越えると,問もなく美しいカトマソズ盈地が開

けてくる。

中央は聖なる川バグマティが流れ,緑の山の向うか

ら白い山々がのぞいてぃることを除けぱ,京都盈地に

よく似たところだ。ここは小ネパールとも呼ぱれ,そ

の昔,蒙古族がヒマラヤの難関をこえて南下し,住み

つぃた所と云われてぃる。多分そのせいであろう, 1子

きかう人々は我々と同じような顔つきが多く,親しみ

深い。

カトマソズにはお寺が多く,仏教とヒソズー教とが

混ってぃて,それぞれ違ったたたずまいを持っている0

仏教の一番古いお寺と,一番大きいお寺とが町の西と

東にあり,いずれも四角い塔を上にのせた大きな土饅

頭が中心になっている。その塔の四面には四方を見通

す目が描いてあり,四天王の一人「広目天」の目のよ

うに遠くを腕んでいる。奥の僧院では笛や太鼓を鳴ら

しながら賑やかにお勤めをしていナこ。仏像は極彩色で

美しく,日本の佗び九感じとは程遠く,もっと人間臭

いものを感じさせる。

ヒソズー教の一番格式高いお寺には,我々異教徒は

入れて貰えない。バグマティ河に面しナこ高みにあり,

丁度金閣寺のように屋根は金張りである。門番が警備

してぃる横から覗くと,金色の大きな牛の像が見える。

牛は聖なる動物である。前の河には洗濯場のようない

くっかの張り出しがある。これは火葬場だそうだ0 開

くところによるとヒソズー教徒は家の中で人が亡くな

るのを嫌い,病気が重くなり余命いくぱくもなくなる
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と,お寺の隣りにあるWaitlng House に入れられ,

こと切れるとこの洗濯場でだぴに付すのだそうだ。そ

して,灰を河に流せば万事終了ということであった。

きわめて合理的ではあるが,いざお前の番だと云われ

た時にどんな気がするだろうと'、と思っナこ。死んでか

らでも階級は生きていて,いくつか並んでいる洗濯場

のうち,上流にあるのは偉い人の分だそうだ。その上

上等になると屋根まで付いていた。

ある日,オリソピックの松明がカトマソズに着いた。

その夜,盛大な聖火歓迎の催しが行なわれ,ふとし九

ことから小生も招かれた。ネパールの民族舞踊など見

せて貰ってから,カトマソズで一番立派なホテルでの

晩雀会のお相伴にあずかり,親しくネパール国第三皇

子と握手を交わすことができたのは光栄であった。半

月近く安宿で単調な中国料理ぱかり食ベさされてい九

ので,久々に本格的な西洋料理が出たのには感激した。

向うの人達は「折角日本であるのに,オリソピツクの

時にこちらに居られるのは残念ですね」と御世辞を云

つて下さるが,こちらはオリソビックどころではなく

「だからこそ,ヒマラヤへ逃けて来たのだ」と云い九

くなった。

ポカラ

ポカラの朝は素晴しいの一語につきる。少し早起き

をしてホテル前の飛行場に出て見ると,北側にガネッ

ツユ,アソナプノレナ 1峰,マチャプチャリ,亘峰, N

峰,Ⅱ峰,ラムジュソと7000~80oom級の山並みが丁

度屏風を立てたように立ち並んでいる。朝日が昇り出

すと今まで眠っていた山々は眼覚め,茜色に色づき始

める。ヒマラヤ裳が美しい。神々しい景色に思わず身

のひきしまる思、いがする。飛行場は牧場と兼用で,牛

水牛,羊などが詳れており,彼らの影がずっと西にの

ぴている。はるか西の方の山あいにはダウラギリらし

い白い峰がのぞいている。

キャラバン開始

ネパールの飛行場で滑走路の舗装されているのは力

トマソズだけで,あとはただ平らであるというだけの

所だ。我凌の荷物は,ノータソワからバイラワに入り

ここからポカラまで空輪する予定であったが,バイラ

ワは低地にあり,飛行場は泥田のような所にあってー

度雨が降ると三日位使えないというなさけない飛行場

である。八月の終り頃というとまだモソスーソが明け

ず,いじわるなことに三日に一度位の割で雨が降るの

である。

そうなると飛行場にはどんどん荷物がたまり出し,

遠征隊の荷物をいかに早くポカラに運ぷかということ
が大間題になる。カトマソズ,ポカラ,バイラワでは
毎日無電で連絡をとりながら隊員達はそれぞれ飛行機
会社に日参し,交渉を続けナこ。結局, 9月 8日に予定
よりも10日程遅れて空愉することができ,夕方ツエル

パー人を除く全員と荷物が勢揃いした。

一方,グレツァ・ドームをねらう千葉山岳連盟隊はー
足先にバイラワで順番待ちをしてぃたため,朝の便で
荷物を空輸し終えていた。彼等のべースキャソプ予定
地はわれわれのすぐ隣りであるから,三組のキャラバ

ソが相前後して同じ道筋を辿ることになる。後塵を拝
するのはわが意にあらず,ということになり,翌朝出
発することに決定した。さあそれからが大変である。
荷物の仕分けをするもの,ポーターを傭いに行くもの
食羅,燃料を仕入れに行くもの,テソヤワソヤの大騒
ぎが夜半まで続いた。翌る日も早朝から荷物の仕分け
の仕事が続き,予定より少しおくれたが9時半頃にキ
ヤラバソを開始することができた。

山旅

キャラバソの朝は「サープ,お茶」で明ける。寝袋

から顔だけ出して,タップリ入ったミルクティーを飲

みほす。煙草を一本喫い終ってからテソトを出る。シ

エルパテソトではもう食事の用意ができてぃる。

米ーター達は,とうもろこしの粉を水でねって火に

かけ,糊のようにしたものをしゃがみこんで食ベてぃ

る。たまにタカノツメなどを一緒に食ベてぃる者もあ

るが,大抵はおかず無しである。あれでよく40キロも
の荷物を担けるものだ。

隊員のテソトをかつぐ求ーターを最後に一日のキャ

ラバソが始まる。サープ達はポ戸シャツに半ズボソ,

サプルヅクーつという軽装で調子がよい。連絡将校の

キャプテソ・ラナは駿足である。彼は隊員の誰かをっ

かまえては,しゃべりながら猛烈な勢いで歩いてぃる。

モディ・コーラ最奥の村チ,ムロソに着く。ここで

問題が起った。というのは,ここから上は聖域であり

神々の住いである。したがって,階級の低い者や女は

立ち入り厳禁である。もし入るようなことがあれば神

様の怒りに触れ,きっと面倒なことがもち上るであろ

う。また,聖域では殺生をつつしまねぱならないから

鶏もたくさん売るわけにはいかない。今夜の分だけで

がまんしろ。その上,聖域に入るからにはそれに見合

うだけのお在銭をあけろ,などという。この際,なる

べく村人を刺激せず,穏便に済ませた方がよかろうと

いうことになり,できるだけ彼等の言う通りにした。

ただ,お甕銭にっいては帰路改めて話をしょう,とい
うことで何とか通り抜けた。

この辺りから連日雨で,蛭になやまされナこ。彼等は

下草の裏側や濡れた岩の上で我々の通るのを待ち構え

ており,足が触れるや否や吸いっいて来る。そして足

首の処から靴下の中に潜り込み,血を吸う。目の粗い

靴下をはいているとてきめんである。南フルプスで成
功したことを思い出して,ズボソの中にDDTを入れ
てみたがあまり効き目がない。婦人用のナイロソスト

ツキソグが有効だ,などと云い出したが後の祭りであ

AACK時報

る0 一度吸われると,その血の臭いを喚ぎっけるのか
たくさんの蛭がそこに集中してくる。そっと靴下をめ
くると,ーカ所に十匹位たかっており,それにはぞっ
とさせられる0 素足の米ーター達は,気の毒にも足を
血まみれにして歩いている。それでも彼等は馴れたも
ので,先を斜めに切った長目の竹を持って歩き蛭が
吸いっくと荷物を担いで立ったまま器用にそのへらで
こそげ落していた。終り頃には少し馴1れたが,この蛭
の攻撃はべースキャソプまで続いた。特に夜寝る時は
脅威であった。隊員共はくやしまぎれに,如何に残酷
に蛭を殺すかということに腐心し,ガスライターで燃
やしたり,石ですりっぷしたり,まとめてピースの空
缶で蒸し焼きにしたりして憂さを晴らしてぃた。
最後の泊り場はヒソコーであった。快適な岩小屋で

あるが,もう標高は30oomを越えてぃるのでかなり寒
い0 その上雨に濡れている。寒いのと,腹がへうたの

とで,裸同様の飛ーター達は怒り出し,もうこれ以上
上ヘは行かないと怒り出しナこ。ナイケ(ポーター頭)
がカソカソになってどなってぃる。サーダーのパサソ

も同じょうにどなっている。おどしたり,すかしたり
なだめたり,いろいろの手を使うて米ーターに応待し
ている0 そのうち,夕食の用意ができて暫らく休戦。
食事の時よく聞くと,チ"ム戸ソで雇ったポーター共
が,ここから上は流れの急な渡渉箇所が多いとか道
が非常に悪いとか云うて,ポカラから来た連中をそそ
のかしているらしい。こういう問題は全てサーダーに
任せてあるから,我々は部外者のようなものである
小柄でおとなしそうなパサソも,ポーターの前ではう
んと強気で堂々としており,さすが名サーダーの名に
恥じない0 結局この問題は,いやな奴は帰れ,という
ことになり,実際ここで何人か解雇され九が,食後ナ
イケがテソトに入って来て,上まで行きますというこ
とでケリがつい九。

ベースキャンプ

標局40oom0 フソナプルナ南氷河側谷の中に建設
西にはガネッシュがデソと腰を据え,南にはヒウソチ
ユリが頭上に迫り,東にはモディコーラをはさんで世
界で一美番しい山と云われるマチャプチャリが聳え
北にはモレーソの上にアソナプルナの主峰が白く超い
ている0まさしく聖域である。ガネッッユは氷河をまと
い,急傾斜の氷壁に守られて少々手ごわそうである。
まわりは緑の草原で羊飼いの小屋も二っ三っ点在す
る0 食極係りが連絡将校と一緒に羊を買いに行きモ
リモリ肉のっい九のをひうぱって帰って来た。その夜
はジソギスカソ料理であった。

雪崩れ(そのー)

我々はこの山行でしぱしば雪崩れに遭遇した。その

第一幕0 時, 9 日21日午後 2時,所,アソナプルナ南
氷河上,ルートに使った草付き尾根の末端付近。

NO. 5
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ほとんど全員で飛ツカし, C貫を建設しての帰り道

どんどん飛ぱして下りて行くシェルパにっいて引きず

られるようにして急な草付きを下ったが,足が痛くな

つて南赤河に下りる直前でサープ3人(ジャソ,ケロ,

ポツボ)は少々昼寝をした。シェルパ達はさきに氷河

に下り,デブリを横断して先日までデポ地にしてぃた

小高い所で休んでいた。「行こか」とジャソ(樋口)

が声をかけ,全員起き上り,ポヅボ(上田)が登りに

作ったパケツを伝ってデプリの上に下り立った。末ツ

ポは一番後から下りたが,下りきるや否や何を思った

か一目散にシェルバの方に向って走り下って行った。

ジャソは急な草付きの下りで痛めた足をひきずりなが

らチソバを引き引きゅっくりとデプリの上をトラバー

ス気味に下うていた。ケロ(島田)はその後に続いて

いる0 中頃まで来たとき左の方(上部)で雷の鳴るよ

うな音が開こえナこ。右の方からは,ガネッシュ氷河の

合流点でセラックの崩壊による音がしょっちゅう開こ

えてくるが,左の方からは初めてである。デポ地から

正面に見えるゴルジュに雪崩が起ったのかと思った。

それにしても音が長く統くなと思っていると,先に渡

わ切って休んでいたシェルパがピーヅと鋭い口笛いた

振り返ると,津波のような氷の流れが,すぐそこまで

押し寄せてきているではないか。慌て九。足の痛いの

も何のその,走った,走った,何も考えずに。かなり

走ってもういいだろうと振り返ると,前より近く,ほ

んの2,3メートルの所から氷がおおいかぷさって来

るではない力、これはいかん。走れ,走れとぱかり闇

雲に走った。10om 8秒位のスピードで。求ツポが前

に見えた。「ケ戸はどぅした」「大丈夫です」との符

えに正直助かったと思った。命拾いだ。安全地帯まで

逃けのび,振り返ったが雪崩はまだ動いてぃる。粘性

の大きい流体のようだ。止まるのを見とどけてホッと

した0 それにしてもよく走っナこものだ。咽喉がかわい

て,うまくものが云えない。一休みしてシェルパ共の

見物席に行き,ニコニコした顔に迎えられた。

よく見ると,もうーつ上の谷からも同時に雪崩が出

ている。かなり大規模なものだ。我々を襲ったのは,

草付き尾根の右側の谷,先刻までは水がチ,ロチ,ロ

と流れていただけの谷から出ており,草付きに沿って

右に折れ,扇状に拡がってぃる。どれだけ走うナこかよ

く判らないが,デプリの半分以上は走っナこだろう。

ケ戸は,少し早く気がついたそうである。デブリの

真中で雉を打とうとして,ペルトを地めた途端に音が

したので振り向くと,谷から雪崩があばれ出て来ると

ころだったそうで,彼はズボソを落とさないよう引っ

ぱりながら必死で走ったという。

飛ツポはほぽ横断し終る頃に雪崩に気付き,ジャソ

とケ戸が必死に走るのを見ていた。やきもきしながら

両手で目を覆ったり,聞い九り,自分も逃げたり,ま
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ナこ目を覆っナこり・・・・ーー・。「ケ戸はんもこれで終りか」

「この遠征もこれで終り力司と思ったという。

この地点については往路に少し懸念はし九が,デプ

りは真黒でかなり古く思えたので,まず大丈夫と考え

ていた。仰ぎ見ると,大きな氷塊がスラプの上に乗っ

ており,少々の危険は感じたが,落ちてくるまでに壊

れてしまうだろう位に考えていた。結局上部の地形判

断が甘かったわけで,実はこの小さい谷は懸垂氷河の

下部に漏斗状に開いており,氷河の崩壊した氷をかき

集めて流す樋の役目をしていることが後に判っ九。

BCに帰ってからも雪崩の話でもちきりであった。

夕食のときツェルパは,「サーブは死んだと思ったか

?」と闇くと「イェス」と答えられてしまった。

雪崩れ(その二)

時, 10月 2 日,午後1時頃,所,ガネッッユ氷河中

流部。

C の位置が決まらず,いらいらしていた。前の偵

察し九ククリ尾根のさらに上部を見ようと偵察が繰り

返されていた。ククリ尾根に取付くには標高差 20om

位のデブリ地帯を一気に通過しなければならない。ジ

ヤソ,コッペ,ミソマの 3人は,そこを通っていると

き大雪崩に会い,右側のセラック尾根に逃け九。どう

も物騒である。雪崩が終ってからも,直径数メートル

もある落石が続いている。昼食をとり,意気担喪して

下りにかかる。デプリ地帯を通過して一息ついている

と,上の方で「ボソ」と異様な音がした。見上けると

稜線近くで雪煙が上がり,それが猛烈な勢いで氷河を

駆け下りて来る。丁度入道雲がもくもく上るのを上下

逆にし,スピードをはるかに早めたような具合である

千載一遇の好機逸すべからずとばかり, 8ミリカメラ

を取出す。コッペもカメラを出している。「逃げると

き,云ってくれよ」と云いおいてカメラを回わす。雪

煙雪崩であるからナこいしたことはあるまい。できるだ

け近くに来るまで映画に納めてやろうと思って撮り続

けたが,すぐに「もう逃けなあきませんわ」と声がか

かる。フプイソダーから目を離して驚いた。雪煙はす

ぐ目の前まで来ているではない力、まナこもや逃げナこ。

3人共必死である。ほんの20メートル程走っナこ頃,も

う雪煙に追いつかれた。爆風を伴った猛烈な地吹雪で

ある。コッペが足をとられてうつ伏せに倒れ,また慌

てて駆け出す一幕もあり,三人三様大いに逃げ元。地

吹雪がおさまり,みなーふるいプルブルッと震って,

大いに驚いたさまを語り合った。雪崩の本体が我凌に

まで届かなかったので助かった。それにしても大いに

キモを冷やし,体を冷やし,頭を冷やしナこ。

雪崩れ(その三)

10月 9 日,時刻不明, C 付近。ククリ尾根下部の

デブリ地帯を早朝に通過するため,セラ"ク尾根末端

の足元にCⅢが建設された。その日CNヘの荷上げを

済ませてC ヘ帰ってくると,何となく様子がおかし

い,よく見るとテソトの両側がデブリに覆われてぃる 0
懸念していたセラヅクがとぅとぅ崩壊したらしい幸
いなことにC直そのものはやられてぃない。実は昨日
夕食の時にセラッ クの基部が崩壊して雪崩が起り 、,

ソマの警報でコッペと 3人で,テソトから逃げだした
のだったが,我々の地形判断によると,もっと大規模
な崩壊が起っても大丈夫という結論に達してぃたので
あるO C極は少し高みに張ってあったのでデブリは
これを避けて両側に分かれている。最も近いものはテ

ソトから3メートル位の所にブロックが転がうており
北側1こは直径十数メートルの巨大なブ戸 ツクが滑って
きている0 テソトの上側にある幅5メートル位のクレ
バスは,雪崩の通り道だけは完全に埋まってぃるデ
プリは直径数セソチの氷をザラメ雪でとじこめた丁
度粒矯のようなプロック(直径数十セソチ~数メート
ル)と,青氷そのもののブロック(1メートル以下)
と,ザラメ雪とからなり,ン1、気味な様相を呈してぃる
巨大なプロ ツクの通った跡は深くえぐられ,樋状にな
つている0 このプロックがクレバスを越える時クレ
バスの上端の雪を押して来たらしく,プ戸 ツクの前面

は三角形に新雪が盛り上っており,よく見るとその中
にツララのっいた小さいプ戸ツクが含まれてぃるそ
れにしても,我々の地形判断はきわめて(ギリギリ)
正しく,予想通り「まず大丈夫」だったわけである

我々はこの雪崩が留守中に起っ九ことに感謝したも
しテソトに居る時,しかも夜中に起ってぃたらどち
らに逃げるか迷ったあげく,雪崩の中心に向って逃げ
たかも知れないからである。
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稜線ヘ出れぱもう困難はないとは思ってぃたものの
中央峰登頂に成功したとの連絡が入った時はやはり感
激して, CⅣにいる連中は思わず握手を交した。うれ
しい0 とぅとぅやうた。交わすべき酒がここまで上
ていないので,やむを得ず紅茶か何かで乾盃をする 0
シエルバもうれしそうである。バラ.サープもやと
肩の荷が下りた思、いである。

彼等は1時問ばかり頂上にいて下りにかかったと
ころが,それからが大変である。というのはノLート
は主稜線の東側にあるため,三時を過ぎると陽がかげ
リ,雪は再び凍り始め,急斜面の下降は極度に困難と
なる0 一時問毎に交信するが,「今何番目のフィック
スの所にいる0 全員元気」とか「どこそこでフィク

スエ作中0 全員元気」という返事である。傾斜がきっ
くワソ・ アツト'ア・タイムで行動せねぱならないの

で,手間どる0 「がんばれ」「気をっけて下がれ」 ,

「慎重に降りろ」などと送信する。ここで事故を起さ
れたら大変である。八時頃まで出てぃた月もかくれて
しまった0 真っ暗な中で彼等はよく頑張ってぃる五
回目の交信の時,もうCVのすぐ近くまで来てぃると
いう知らせを受け,無電機をうけっぱなしにしてお'く
九時半, rc Vに帰りましたJ との報にホッとしナこ
これで初登頂も無事終った。
マイナーピーク

10月15日,上尾とミソマは南峰ヘ,小生とカルマは
北峰ヘ向った0 第一次登頂隊が立派な道をっけておい
てくれたので,仕事がはかどる。最後のフィックスを
使って巨大な雪庇を乗り越え稜線に首を出すと冷た
い風とダウラギ りが迎えてくれた。続いてカルマが上
つてくる0 一休みして北峰に向って歩きだす。北に向
う稜線はあまり広くはない,東西はほとんど垂直に近
い0 ところどころにコブがあり,そのコプの所は両側
共きわめて急傾斜である。二っ目のコプに着くマイ
ナーピークである0 東側をカルマが越えかけたが「
行けぬ」という0 交代してのぞくと,なるほど垂直化
落ちている0 両側の急斜面ならどぅにか通れそうでは
ある。 ここでハタと思案に暮れた。「行くべきか行
かざるべき力司

悩みの種はこうである。ここから北峰までは少く見
積うても3時間はかかるだろう。だから,帰路稜線から
の下り口に着くのは5時頃にはなってしまうだろう
そうなると第一次隊の二の舞を演ずることになるあ
れは繰り返すべきではない。さりとて,日帰りで何とか
なると考えていたのでビバークの用意はしてぃない
せめてトラ ソシーバーでもあれば,南峰に向ってぃる

上尾らのビバーク用具を下り口にデホしておいてもら
うことも可能だが,いまはそれもならず。用具なしの
70oomでのビバー クを頼りに行動するのは賢明とはい

えまい0 第一次ですでに3人が登頂し,今4人目が最
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VU I「1

一番嬉しかった時,一番心配した時

10月13日,吉野,木村,上田の 3人がC Vから頂上
目指して出かけた。小生と上尾とはCNで刻々 入る無
電を開きながら一喜一憂していたが,最後の雪庇を乗
り越えて稜線に出たという報が入ると一安心したと
いうのは技術的な困難は全て稜線に出るまでにあると
見ていたからである。彼等からの通信によれぱ稜線
に出たところからはどれが最高峰かわからないとい
う0 無理もない。コルから似たような高さのピークを
比綾せよというのがそもそも無理というものだとも
かく南峰(アソナプルナ南峰)だから南ヘ行けという
ことになった。

ガネツシュは,明らかに独立峰と見なせるがその
稜線は南北に長く,幾っかのピークをもってぃる我
々はそれらを南から南峰,中央峰, マイナーピーク

北峰と名付けたが,近くから見るとどれが最高峰かわ
からない。出発前に力 トマソズで, J.0.M.ロバーツ

氏に開い九話では,南峰が最高峰だということであ
た。 というようなわけもあって彼等は南ヘ向った。

器



高峰に向うている。彼等は間もなく到達するであろう

ここで5人目が不確実なビバークの危険を犯してでも

行くぺきであろう力、『安全第一』,このお題目が少
々邪魔である。

結局,ここから引き返すことに決心した。そう伝え

るとカルマも残念そうである。仕方がない。ヤケタバコ

でも吸って,昼寝でもしょう。ここも頂上のーつだ。

こうきめると急に気が楽になった。

ここからの眺めは,素晴しいの一語につきる。いま

まで仰ぎ見ていたマチャプチャリも,もう足下になり

稜線に出たとき迎えてくれたダウラギリは毅然とした

姿で立っている。北には人類最初の80oom,フソナプ

ルナ主峰がデソとひかえており,それから東にグーレ

シアドーム,ガソガプルナ,峰,N峰,1峰と続いて

いる019卵年に今西さんと藤平さんが苦しい思、いをさ
れたのはあの辺りだろう力、

南峰の上ではすでに到着した上尾達が,写真でも撮
つているのであろう,小さく人影が見える。

永可円屋根峰(Glacier Dome)

我々のBCの近くには,千葉岳連隊がBCを作って
おり,10月16日グレーシアドームの初登頂に成功した

C1撤収の日,そこを訪れると食糧が残り少ないとか

で元気がない。幸い我々の方はボッポサーブのお蔭で
,まだかなり潤沢である。そこで相談の結果,彼等を
夕食に招待しょうということになった。しかし,ただ

「おいで下さい」と云うだけでは面白くない。ーつ招
侍状を出そうじゃないかというわけで苦心の末,次の
ような招待状ができ上った。
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それから全員腕によりをかけて御馳走を作って彼等

を迎えた。話ははずみ,夜の氷河に歌が流れた。マチ

ヤプチャリからの月が出て夜空に冴えていた。

茶店

ビレタティからポカラへの道は国道2号線といった

所力、ところどころに宿場があり,ホテル,食堂,喫

茶店がある。試みに入って見る。蝿が舞ってぃる。薄

暗い士間の角に莚が敷いてある所が座席である。お茶

を註女すると,昔ジャムを入れるのに使ったような厚

手のガラスのコップの,くもうたやつに入ったミルク

ティーを莚の前の床においてくれる。ーぱい25パイサ

(約13円)である。店によっては水牛の肉の燥製,ゆで

卵,とうもろこしなどを売っている。その上,ロキッ

ーまで。帰りのキャラバソは楽しい。身も心も軽く,

つぎつぎと買い食い,買い飲みもする。なかなか調子

がよい。ツェルパ共はしようのないサーブ達だとでも

云いたげに,茶店をのぞきこみながら通り過ぎて行く。

ポカラに近くなった頃,チベットの難民部落の前を

通った。すぐ横に茶店がある。この部落の気のきいた

者が店を出しているらしい。屋根も柱も壁も全部竹製

である。ここで茶を飲み,煎餅を噛ってぃると柱にか

かったチベット刀が目に入った。売るか,と聞くと,

50ルピーならと答えた人相のあまりよくないおやじで

ある0 30ルピーでどぅだ,と値切りにかかる。45, 43

42,と少しづっ下げてきて, 40ルピーでどぅだ,これ

以下では売らない,と云う。結局40ルピーで買っ九。

よい買物をしたと大威張りで,パサソに追いついて見

せると,「高々30ルピーの品です。これからは,買い

物をする時にはミソマを連れておいでなさい」と,た
しなめられ九'

水浴ぴ

飛カラにはペワタールと云う大きな湖(ダムの人造

湖)がある。飛カラ何景とかのーつで美しい所である。

ある日,そこヘ泳ぎに行った。ホテルの庭に張ったテ

ソトから15分ほどで湖畔に出る。シェルパ達も山で汚

れた我々の衣煩の洗濯をするためにっいて来九。来て

見ると水はあまり美しくはない。その上,よく見ると

水牛が首だけ出して水につかってぃる。一寸気味が悪

い。それでも,折角来たのだからと,できるだけ上流

まで行って飛び込んだ。もと水泳選手などと云い出す

者もあり,結機楽しかった。所かわれぱ何とやら,お

つかなぴっくり水牛と一緒に泳ぐのも,ネパールなら
では,という所力、

カトマンズ以後

11月11日,舟橋氏がカソチェソジュソガ遠征の件で

カトマソズに来られた。小生は協力を依頼され,交渉

のためシッキムに入るべく,ダージリソに飛んだが許

可が得られず,カルカッタに戻り,デリーで折衝中の

氏と連絡をとりながら再びカトマソズに行っ九後,12

御招待状

貴隊の氷河円屋根峰と,当隊の安難勿・振南峰
の初登頂を祝し,下記により記念晩餐会を催した
く,ここに謹んで御招待申し上げます。御多忙中
とは存じますが,万障御繰合せの上,何卒御出席
下さいますよう伏して御願い申し上げます。

司

日時自昭和参拾九年拾月弐拾壱日午後四時
会場狂徒大学根張暇来也遠征隊基本幕営地
(壱万弐千八百尺)

御献立
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月3 日にデリーで氏と再会した。帰国される氏の後を
引継ぎデリーに滞在した後 ノレノレキーおよびプナーの

研究所を訪問し, 12月19日,羽田に着いた
上尾は,パキスタソ,フフガニスタソまで足をのぱ
し, 12月23日帰国した。帰路,カルカ ツタで偶然遇い
一緒にバソコックの京都大学東南アジアセ ソターを訪
れ,お世話になった。

現役の連中は,二組に別れて旅行に出かけた外国
人がネパール国内を旅行するには,外務省の許可が必
要である。チベッ トの国境線から25塑以北は,外国人

立入り禁止区域なので,暖めてぃた計画の許可はなか
なか貰えず,結局,計画を変更して,なんとか旅行斗
可を得て出発した。

吉野'木村隊は再ぴポカラに引き返し,待うてぃた

則棄,

,水腹(スープ)

,真茶(マチャはネパール語の魚)
ー,畜肉

,其他

麦酒乾盃予定(但,到来品ある場合)

これをウィスキーの空箱に書き,赤旗用の竹竿の先
を割ってはさみ,差し出す時の所作を教えてキチソボ
ーイに持たせてゃった。暫くして彼はトイレットペー
パーに長々と書かれた御礼状を挾んで帰って来た

トウク
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京都から時報に何か書くようにという御注交である に行かねぱならぬ。トレーニソグ不足の身にはこれが

お伝えするよ、ナ、、,しに少し遠まわりになる
る寺本と一緒に登うたダッハシュタイ ぐことができる。ケープルの終点のレスソのことでも書 トラソで昼食
いてかんべんしていただくより仕方がない を食い,同時にビー九を飲んでほろよいきけんで歩き0

ダヅハツニタイソというのはオーストリフ,ザルッ出したが,我々のダッハッユタイソ登山のはじ
プルグの少し南にあり,ティローラーフルペソの東端あった
高さ30oom士 3mというと変だが,地図によって高さ

はいまっと石のごろごろし九道を辿って3時間でツが異なり,どれが本当か知らない。おそらくオースト
モニイヒツテにっいたときは一面に夕立里が立ちこめリア山岳会発行の1/25,000の2997mというのが正しい
雷力胡鳥っていた。ヒュッテはオースリア山岳厶経営でのではないかと思う。案内書によると 'やや困難,め
素泊り20シリソグ(約 280円)寺本はオラソダ山岳△まいのする者は行くな、とある。その意味は登ってみ
の=員だからその半額である。もちろんめしも食えてわかった。

もっと近いところにも、ハしうのでまたビーノレ0
小屋のすぐ横に小さな教会があり壁に、第2次大戦

ばしてこの山に登りに{ナ_._愛よる=員のために、と書いてある。九山に登りに行ったか,という理由がどぅもまたま_緒になたミこ
はっきりしないが,去年の12月にゃはり寺本とこの近けらの男
くにスキーに行った時,実はスキーはほとんどせず,
もっぱら山見物に終始したのだが,この山をみて、ダツラーー、、、ご_こ'こく1と,今1こなって被害者づ
"ハシユタイソはえぇ山や、ということで両者の意見 らをするのはけしからんなどとヒソヒソ声で云うそ

のほカヰこわれわー、__,"プグの若い男よどから明日は一緒
、、,充分時間があるからゆっくり
チソネをみようというもうーつの目的があったドー
イチソネはとてもる一気ナ、心'つこのに4時にたたき起され,4時半

出発というハメになった。
北側からダッハシュタイソに登るには,まず北側の谷 ツモニイ ヒュツテからいったん力ールの底に下り
間にあるハルツユテッターゼの峯から称名の坂を3

,

それから2時間広い氷河の中を登る。氷河といっても
つっないだような道をがっがっ登ってシモニ

感じは5月の澗沢と思えぱよい。九だまわりの岩稜は
イヒッテ

ー:11:,,.!,':,,:!1,:::'!:1.:"「::,:'川'.1〔..:冨,

、、 ノ＼
、
、

一方,島田'上田隊はノルブを連れて,まずラソタ
ソ谷に入り,ガソチェソ求に近づき,汰はチリメ.
ーラからパソサソ.ラを越えてプリ.ガソダキに出て
サマに達し,ラルキャ.ラを経てトソジェに出てパ
カラ経由で 1月 6 日カトマソズに帰った
4人は 2月19日に揃って羽田に着いた
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て,ダソプッシェ峠を経てフレソチコル
ついで南からマヤソディコーー
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